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第
３
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

三
月
一
七
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

熊
谷
の
和
算
家
の
事
績
を
訪
ね
て
（
二
） 

一
、
は
じ
め
に 

少
し
古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
二
〇
一
二
年
十
月

三
一
日
、
江
戸
末
期
の
熊
谷
の
和
算
家
・
代
島
久
兵

衛
（
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
～
文
久
三
年
（
一
八

六
三
））
の
墓
碑
や
門
人
の
足
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
代

島
家
の
現
当
主
の
久
輝
氏
に
は
突
然
の
訪
問
に
も
係

ら
ず
、
今
ま
で
の
調
査
資
料
や
天
保
七
年
の
絵
図
の

拝
見
な
ど
究
め
て
親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

二
、
代
島
久
兵
衛
の
墓
碑 

墓
碑
の
正
面
に
は
、三
つ
巴
の
家
紋
と
と
も
に「
永

壽
院
代
翁
量
算
居
士
之
墓
」
と
あ
り
ま
す
。
左
右
と

裏
面
に
碑
文
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
台
座
に
は
こ
の
墓

碑
を
建
て
た
関
係
者
（
門
人
・
世
話
人
等
）
五
十
六

名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
わ
か
る
範

囲
で
は
、
二
十
名
が
弘
化
四
年
の
算
額
（
後
述
）
に

出
て
く
る
門
人
名
と
重
複
し
て
い
ま
す
。
碑
文
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

代
島
翁
墓
碣
銘 
 

釋
明
辨
撰
文
并
書 

 

翁
諱
亮
長
通
稱
久
兵
代
島
氏
武
州
大
里
郡 

 

代
村
人
也
天
資
寛
厚
自
幼
好
算
術
無
他
嗜 

 

好
初
従
佐
倉
藩
某
游
後
住
上
毛
板
鼻
驛
師 

 

小
野
良
佐
先
生
苦
学
有
年
遂
究
其
蘊
奥
焉 

 

於
是
始
製
州
之
奈
良
玉
井
大
麻
生
三
堰
圖 

 

獻
之
於
忍
侯
有
司
稱
善
繇
是
名
始
顕
嗣
後 

 
製
其
村
及
諸
村
之
圖
展
之
則
土
壌
之
高
低 

溝
瀆
之
廣
狭
林
藪
之
大
小
民
屋
之
多
寡
如 

 

視
之
掌
観
者
莫
不
嘆
稱
矣
於
是
名
益
高 

 

邑
宰
某
君
令
翁
作
其
邸
圖
大
蒙
褒
賜
其
它 

 

存
口
碑
者
不
遑
録
也
翁
誨
其
徒
不
倦
循
々 

 

善
誘
以
故
弟
子
及
五
百
人
云
文
久
三
年
癸 

 

亥
七
月
二
十
四
日
嬰
病
溘
然
歿
得
年
八
十 

 

有
五
葬
先
塋
之
側
東
善
寺
主
太
春
禅
師
贈 

 

法
謚
曰
永
壽
院
特
報
其
功
也
配
稲
村
氏
生 

一
男
三
女
男
満
尊
嗣
三
女
適
塚
田
氏
見
内 

 
 

氏
大
岡
氏
今
茲
甲
子
門
人
胥
議
立
碣
乞
余 

 

銘
余
乃
作
銘
曰 

 
 
 
 

數
學
巨
擘
奄
然
遠
徂
識
與
不
識
孰 

 
 
 
 

弗
長
吁 

 
 
 
 
 

于
時
元
治
元
年
四
月
廿
四
日
立 

 

（
代
島
久
輝
氏
よ
り
頂
い
た
資
料
に
あ
る
訳
文
） 

代
島
翁
の
墓
碣
銘 

釋
明
辨
が
撰
文
し
並
び
に
書
く 

翁
の
諱
は
亮
長
、
通
稱
は
久
兵(

衛)

な
り
、
代
島
氏

に
し
て
武
州
大
里
郡
代
村
の
人
な
り
、
天
資
寛
厚
に

し
て
幼
よ
り
算
術
を
好
み
他
嗜
好
な
し
、
初
め
佐
倉

藩
某
に
従
い
て
游
ぶ
、
後
、
上
毛
板
鼻
驛
に
住
み
、

小
野
良
佐
先
生
を
師
と
し
、
苦
学
有
年
、
遂
に
其
の

蘊
奥
を
究
め
た
り
、 

是
に
於
い
て
始
め
て(

武)

州
の
奈
良
、
玉
井
、
大
麻

生
の
三
堰
圖
を
製
し
、
忍
侯
に
於
い
て
之
を
獻
ず
、

有
司
が
善
繇
と
稱
え
る
、
是
よ
り
名
を
始
め
て
顕
る
、

嗣
後
、
其
村
及
諸
村
の
圖
を
製
し
、
之
を
展
ぐ
、
則

ち
土
壌
の
高
低
溝
瀆
の
廣
狭
、
林
藪
之
大
小
、
民
屋

の
多
寡
は
掌
を
之
視
る
如
し
、 

観
る
者
は
嘆
稱
せ
ざ
る
は
な
し
、
是
に
於
い
て
名
は

益
ま
す
高
し
、
邑
の
宰
の
某
君
が
翁
に
其
邸
圖
を
作

ら
し
む
、
大
い
に
褒
賜
を
蒙
む
る
、
其
他
口
碑
す
る

者
存
す
、
録
し
て
い
と
ま
あ
ら
ず
、
翁
は
其
徒
を
誨

え
て
倦
ず
、
循
々
と
善
誘
す
、 

こ
の
故
に
弟
子
は
五
百
人
に
及
ぶ
と
云
う
、
文
久
三

年
癸
亥
七
月
二
十
四
日
病
に
か
か
り
溘
然
と
し
て
歿

す
、
得
年
八
十
有
五
な
り
、
先
の
塋
の
側
に
葬
る
、

東
善
寺
主
太
春
禅
師
は
法
謚
を
贈
る
、
曰
く
永
壽
院
、

特
に
其
の
功
を
報
ず
、
配
は
稲
村
氏
、
一
男
三
女
を

生
む
、
男
満
尊
が
嗣
ぐ
、
三
女
は
塚
田
氏
、
見
内
氏
、

大
岡
氏
に
適
ぐ
、
今
茲
に
甲
子
門
人
み
な
議
を(

謀
り
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て)

碣
を
立
つ
、
余
に
銘
を
乞
う
、
余
、
銘
を
作
り
て

曰
く 數

學
巨
擘
な
り
、
奄
然
と
し
て
遠
く
に
ゆ
く
、
識

る
は
識
ら
ざ
る
に
與
ず
、
あ
あ
、
た
れ
か
長
い
嘆

息
を
し
な
い
者
が
あ
る
か
。 

于
時
元
治
元(
一
八
六
四)

年
四
月
廿
四
日
立 

 

三
、
算
額 

 

住
い
の
近
く
の
諏
訪
神
社
へ
弘
化
四
年(

一
八
四

七)

算
額
を
奉
納
、
こ
の
社
は
後
に
八
幡
境
内
に
移
さ

れ
算
額
も
社
内
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
代
島
家
に
保

存
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
熊
谷
市
の
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
算
額
の
内
容
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
、
「
関
流
七
伝
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
免
許

は
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

                 

小
野
良
佐
榮
重
受
業 

   

關
流
七
傳 

 
 
 
 
 

代
嶋
久
兵
衛
亮
長 

  
 

奉 
 
 
 

今
有
如
圖
員
内
設
四
斜
容 

 
 
 
 
 
 
 

等
員
四
箇
外
員
径
一
寸
六 

 
 
 
 
 
 
 

歩
欲
等
員
最
多
問
等
員
径 

   
 
 
 
 
 

幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
等
員
四
歩 

 
 
 
 
 
 
 

術
曰
置
外
径
四
歸
之
得
等 

 
 

献 
 
 
 

径
合
問 

弘
化
四
丁
未
三
月
吉
日 

 

問
題
の
読
下
し
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 図
の
如
く
円
内
に
四
つ
の
線
が
あ
り
等
円
四
個
が
接

す
る
よ
う
に
あ
る
。
外
円
の
直
径
が
一
寸
六
歩
の
と

き
等
円
を
最
も
大
き
く
し
た
と
き
等
円
の
径
は
幾
つ

か
。 

 
 

答
、
等
円
は
四
歩 

計
算
方
法
は
外
径
を
四
で
割
り
等
円
の
径
が
得
ら
れ

問
に
合
う
。 

 

四
、
絵
図
面 

 

天
保
七
年(

一
八
三
六)

の
絵
図
面
の
大
き
さ
は
、

目
検
討
で
幅
六
尺
弱
、
縦
七
～
八
尺
の
大
き
な
も
の

で
、
右
下
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

 

武
州
大
里
郡
代
村 

絵
図
師 

組
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
兵
衛
亮
長 

門
弟 

代
山 

安
治
郎 

組
頭
直
次
郎 

同
久
兵
衛 

同
喜
代
八 

同
新
蔵 

       
 

同
音
八 

名
主
與
兵
衛 

 
 

天
保
七
丙
申
年
三
月
日 

 

久
兵
衛
五
七
歳
の
頃
で
あ
り
、
絵
図
師
と
も
称
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
喜
代
八
、
新
蔵
、
音
八
な
ど
は
、

墓
碑
の
台
座
や
算
額
の
門
人
名
に
も
出
て
来
る
名
前

で
あ
り
、凡
例
に
は
縮
尺
な
ど
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
図
は
素
人
眼
に
も
正
確
に
書
か
れ
て
い
る
様
子
が

わ
か
る
も
の
で
す
。 

  
 

五
、
お
わ
り
に 

「
北
武
蔵
の
算
者
た
ち
」
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ

て
か
ら
最
初
の
現
地
訪
問
で
し
た
が
、
代
島
久
輝
氏

の
ご
親
切
な
対
応
に
感
激
致
し
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

同
時
に
訪
ね
た
鈴
木
仙
蔵
に
つ
い
て
は
、
次
号
で

述
べ
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
代
島
久
兵
衛
に
つ
い
て
は
熊
谷
市
史
等
に

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
資
料
が
参
考
に
な
り

ま
す
。 

 ①
「
熊
谷
の
数
学
者 

代
島
久
兵
衛
と
そ
の
門
弟
た
ち
」 

野
口
泰
助
（
熊
谷
市
郷
土
文
化
会
誌 

第
44
号
、
平

成
元
年
） 

②
「
武
州
熊
谷
地
方
の
数
学
」
三
上
義
夫 

 

 

 

門人 249名、世話人 8名
の名前あり 

代島久兵衛墓 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
算
学
啓
蒙
諺 げ

ん

解 か
い

大
成
』 

 

上
中
下
の
三
巻
（
上
下
巻
は
18.5×

25.8
㎝
、
中
巻

は
19×

27.5
㎝
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
31
、
28
、
87
丁
。

元
禄
三
年
の
刊
本
。
建
部
賢
弘
著
。 

『
算
学
啓
蒙
諺
解
大
成
』
は
、
建
部
賢
弘
に
よ
る

『
算
学
啓
蒙
』
の
七
冊
に
及
ぶ
詳
細
な
解
説
書
。 

 

『
算
学
啓
蒙
』
は
、
中
国
の
元
の
時
代
の
一
二
九

九
年
に
朱
世
傑
に
よ
っ
て
著
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に

伝
わ
っ
た
経
緯
は
不
明
で
す
が
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵

の
際
に
誰
か
が
持
ち
帰
っ
た
と
も
。万
治
元
年(

一
六

五
八)

に
訓
点
を
付
け
た
も
の
が
、
寛
文
十
二
年(

一

六
七
二)

に
注
釈
を
付
け
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
元
禄
三
年(

一
六
九
〇)

刊
行
の
こ
の
『
算
学

啓
蒙
諺
解
大
成
』
に
よ
っ
て
一
般
の
数
学
者
は
『
算

学
啓
蒙
』
を
正
し
く
理
解
で
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
書
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
「
天
元
術
」
が
入
っ
た

と
い
わ
れ
る
書
物
で
す
。
諺
解
と
は
口
語
訳
と
い
う

意
味
で
、
漢
文
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
訓
読
す
る

だ
け
て
な
く
、
こ
な
れ
た
和
文
で
読
み
解
い
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

本
書
は
三
巻
で
す
が
、
本
来
は
七
巻
の
構
成
で
、

本
書
と
の
関
係
は
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
巻
１
の
総
括
と
巻
３
、
そ
れ
に
巻
５
が
本
書
で

は
欠
落
し
て
い
ま
す
。 

 
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
や
ぶ
に
ら
み
随
筆
】 

オ
イ
ラ
ー
の
公
式 

も
う
何
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ

番
組
で
中
高
年
の
数
学
ブ
ー
ム
を
放
送
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
学
生
時
代
に
数
学
で
挫
折
し
た
苦
い

思
い
出
の
あ
る
人
が
、
あ
る
本
に
出
会
っ
て
、
も
う

一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
人
は
毎
日
会
社
か
ら
帰
宅
し
て
、
そ
の

本
に
出
て
く
る
数
式
を
一
つ
一
つ
書
き
な
が
ら
理
解

し
て
い
き
、
数
ヶ
月
掛
か
っ
て
オ
イ
ラ
ー
の
公
式
ま

で
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
も
の
で
す
。 

伊藤慎平の墓 伊藤慎平の墓 

天保７年(1836)の絵図面 

巻数 分類 問題分類 問題分類 巻

序 －

目録 －

総括 － ×
縦横因法門

身外加法門

留頭乗法門

身外減法門

九帰除法門

異乗同除門

庫務解税門

折変互差門

田畝形段門

倉囤積粟門

双拠互換門

求差分和門

差分均配門

商功修築門

貴賤反率門

之分齊同門

堆積還源門

盈不足術門

方程正負門

巻７ 開方釋鎖門

巻６
下巻
（５門）
（75問）

巻４
中巻
（７門）
（71問）

巻５

下

本書の内容

○

○

×

×

○

○

上

－

中

－

本来の内容

巻１

巻２
上巻
（8門）
（113問）

巻３
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そ
の
本
は
、『
オ
イ
ラ
ー
の
贈
物 

人
類
の
至
宝

 e
iπ

=
−

1

を
学
ぶ
』（
吉
田
武
著
）
と
い
う
本
で
す
。 

私
は
こ
の
番
組

を
見
て
す
ぐ
に
同

書
を
購
入
し
ま
し

た
。
ア
ル
バ
イ
ト

で
通
勤
す
る
週
二

日
ほ
ど
の
通
勤
電

車
の
中
で
読
も
う

と
し
た
の
で
す
。
昔
習
っ
た
数
学
の
本
は
捨
て
ら
れ

ず
に
書
棚
に
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
忘
れ
か
け
た
数
学

を
手
っ
取
り
早
く
復
習
す
る
に
は
丁
度
良
い
と
思
っ

た
の
で
す
。
電
車
の
中
の
勉
強
は
は
か
ど
り
、
間
も

な
く
オ
イ
ラ
ー
の
公
式
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
忘

れ
て
い
た
公
式
が
沢
山
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
が
、
眼

で
追
い
頭
の
中
で
考
え
た
だ
け
で
、
手
を
使
っ
て
数

式
を
一
々
確
認
し
な
か
っ
た
た
め
か
忘
れ
る
の
も
早

い
よ
う
で
す
。
困
っ
た
も
の
で
す
。
オ
イ
ラ
ー
の
公

式
と
は
、 

e
iθ

=
co

s
𝜃

+
isin

𝜃
 

と
い
う
も
の
で
す
。 

前
出
の
本
に
よ
れ
ば
こ
の
式
に
つ
い
て
、『
そ
れ
ぞ

れ
全
く
独
立
に
定
義
さ
れ
た
二
つ
の
関
数
―
―
単
調

関
数
で
あ
る
〔
指
数
関
数
〕
と
周
期
関
数
で
あ
る
〔
三

角
関
数
〕
―
―
が
〔
虚
数
〕
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ

り
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
誠
に
驚
嘆
す
べ
き
結

果
で
あ
る
。
こ
の
式
の
構
成
要
素
の
す
べ
て
が
数
学

的
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
係
わ
り

合
い
の
精
妙
さ
、
大
胆
さ
に
お
い
て
他
に
比
べ
る
も

の
が
な
い
』、
と
あ
り
ま
す
。 

私
が
昔
習
っ
た
と
き
に
は
、
そ
こ
ま
で
の
感
激
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
式
に
至

る
ま
で
に
様
々
な
式
が
出
て
く
る
の
で
、
感
覚
が
マ

ヒ
し
て
当
然
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
あ
る
い
は
も

と
も
と
感
性
が
な
か
っ
た
か
で
す
。 

確
か
に
改
め
て
み
る
と
す
ご
い
式
だ
と
思
い
ま

す
。
上
式
に θ

=
π

 

を
代
入
す
れ
ば
、 

 e
iπ

=
−

1
 

と
な
り
書
名
の
副
題
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
同
書
は
、「
数
学
に
お
い
て
最
も
重
要
な
定
数
で
あ

る
ネ
イ
ピ
ア
数
ｅ
と
円
周
率π

、
さ
ら
に
虚
数
単
位

ｉ
が
見
事
に
調
和
結
合
し
た
極
め
て
印
象
的
な
式
」

と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
「 e

iπ
+

1
=

0
 

で
は
、
ｅ

の
ｉπ

乗
が
整
数
値
（
マ
イ
ナ
ス
１
）
に
等
し
く
な

る
と
い
う
不
思
議
さ
が
減
殺
さ
れ
る
」
の
で
よ
く
な

い
と
し
て
い
ま
す
。 e iπ

+
1

=
0
 

で
は
い
け
な
い
の

で
す
。
も
っ
と
も
な
話
だ
と
納
得
し
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
呼
ん
だ
『
博
士
が
愛
し
た

数
式
』（
小
川
洋
子
著
）と
い
う
小
説
に
は
、友
愛
数
、

完
全
数
な
ど
と
共
に
こ
の
式
が
出
て
き
て
、

 e
π

i+
1

=
0
 

と
書
い
て
あ
る
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
こ
の
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。 「

改
め
て
よ
く
眺
め
て
み
れ
ば
、
変
わ
っ
た
式
だ

っ
た
。
例
え
ば
、
長
方
形
の
面
積
は
縦×
横
だ
と
か
、

（
略
）
な
ど
と
い
っ
た
私
が
知
っ
て
い
る
数
少
な
い

公
式
に
比
べ
、
奇
妙
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
。
出

て
く
る
数
字
は
１
と
０
だ
け
、
計
算
も
足
算
が
一
個

だ
け
で
、
簡
潔
極
ま
り
な
い
の
に
、
先
頭
の
記
号
が

ど
う
に
も
頭
で
っ
か
ち
な
の
だ
。
そ
の
頭
で
っ
か
ち

を
、
最
終
的
に
、
一
個
の
０
が
支
え
て
い
る
」、
そ
し

て
次
の
よ
う
に
も
あ
り
ま
す
。 

「
無
関
係
に
し
か
見
え
な
い
数
の
間
に
、
自
然
な

結
び
付
き
を
発
見
し
た
。π

と
ｉ
を
掛
け
合
わ
せ
た

数
で
ｅ
を
累
乗
し
、
１
を
足
す
と
０
に
な
る
。（
略
）

果
て
の
果
て
ま
で
循
環
す
る
数
（
筆
者
注
：
ネ
イ
ピ

ア
数
ｅ
の
こ
と
）
と
、
決
し
て
正
体
を
見
せ
な
い
虚

ろ
な
数
（
筆
者
注
：
虚
数
単
位
ｉ
の
こ
と
）
が
、
簡

潔
な
軌
跡
を
描
き
、
一
点
に
着
地
す
る
。
ど
こ
に
も

円
は
登
場
し
な
い
の
に
、
予
期
せ
ぬ
宙
か
らπ

が
ｅ

の
元
に
舞
い
下
り
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
ｉ
と
握
手

す
る
。
彼
ら
は
身
を
寄
せ
合
い
、
じ
っ
と
息
を
ひ
そ

め
て
い
る
の
だ
が
、
一
人
の
人
間
が
１
つ
だ
け
足
算

を
し
た
途
端
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
世
界
が
転
換
す

る
。
す
べ
て
が
０
に
抱
き
留
め
ら
れ
る
」
と
。 

 
 e

iπ
  

を e
π

i 

と
書
く
の
は
初
め
て
見
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
く
、
純
文
学
作
家
は
、

 e
π

i+
1

=
0
 

と
い
う
式
を
私
に
は
想
像
で
き
な
い

感
性
で
解
説
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
脱
帽
。 

 

（
和
算
に
は
虚
数
の
概
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
和
算
に

関
係
な
い
話
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
一
年
程
前
に

書
い
た
も
の
で
す
。） 


